


ここは わかやまじょうの なかにある ちいさな どうぶつえん。
きょうも どうぶつすきな おともだちが きています。



そのなかでも まいにちのように おかあさんといっしょに きてくれる 
あかちゃんの たっくんは どうぶつが だいすき。
たっくんは どうぶつをみると めをかがやかせて にっこり。
また、どうぶつたちも  たっくんのことが だいすきでした。



あるひのこと たっくんのおかあさんが まわりを きょろきょろ。
たっくんの すがたが ありません。”どうしたんだろ？”
どうぶつたちも しんぱいしました。



どうぶつたちも どうぶつえんの まわりを さがしましたが
たっくんは みつかりません。 ”そとの せかいに いったのかなぁ。”
”ぼくたち そとに でたことないから どうしよう？”
どうぶつたちは こまっていました。
すると、きのうえから こえが きこえました。
”おーい！ぼくは きのようせい もっくんと よんでね。”
”みんなの はなしを きのうえで きいていたよ。”



もっくんが よつばのつえで 「はっぱっぱー」と じゅもんを となえると
どうぶつたちは ふうせんのように ふくらんで そらに うかびました。
”もっくん すごいよ！でもー ちょっと かっこわるいね。”
とりあえず そらの くもさんなら しってるかも。
みんなは くもさんの ところへ いきました。



”ねーくもさん。たっくん しらない？”
すると、くもさんは いいました。”たっくん？しらないなぁー”
”でも、おしろから こうのとりさんが おおきい にもつを もって
うみのほうへ いったよ。”
ありがとう くもさん。 みんなは うみのほうへ とんでいきました。



うみを とんでいると、くじらさんが いました。
”ねー くじらさん。こうのとりさん こなかったかなぁ？”
すると、くじらさんが いいました。
”あーあ こうのとりさんなら やまのほうに いったよ。”
”ありがとう くじらさん。”
みんなは やまのほうへ とんでいきました。



かぜに みを まかせ とんでいると、やませんにんを みつけました。
”やませんにんさん。こうのとりさん こなかったですかぁ？”
すると、やませんにんが いいました。
”そじゃのぉー、さっきとんできて にもつが おもいので
きっと いけのほうで やすんで いるじゃろう。”

”やませんにんさん ありがとう。”
みんなは いけのほうへ とんでいきました。



みんなが いけにつくと、こうのとりさんの すがたが みえません。
しばらく いけのまわりを さがしていると、いけのなかから おおきな
いけの ぬしの なまずさんが でてきて みんなに いいました。
”みんなが さがしてる こうのとりさんなら さっき きのくにのほうへ いったよ。”
”なまずさん ありがとう。”
でも きのくにって どこだろう？
そのとき おおきな かぜが ふいてきました。



みんなは かぜにのって きのくにに つきました。
たいへんです。 もっくんの まほうの つえが おれてしまい、みんなのすがたが
もとどおりに なってしまいました。もう かえれなくなっちゃた。 どうしよう。
もっくんは しょんぼり。 そのとき ”だいじょうぶよー”と おおきなきから こえが きこえました。
”もっくん おおきく なったわね。” きのかみさまは もっくんの おかあさんでした。
”みんな ごくろうさま。”
”みんなのことは かぜさんから きいているわ。”
きのうえで こうのとりさんが にもつの まちがえに きづいて ないていました。
まだ たっくんは ベビーカのなかで ゆめを みています。
もっくんの おかあさんが いいました。 ”ほーら みんな、おむかえに くるわよ。”
とおくから にじが あらわれ、だれかが やってきます。



  ”おーい みんな むかえに きたよー！”
なんと！ おしろさんが とんで きました。
”どうぶつえんにいる なかまが ぼくに とぶ ちからを あたえて くれたんだ。”
”それと こうのとりさん！ まちがえた にもつ もってきたよー。”



みんなは おしろの ききゅうに のり きのくにを はなれます。
”もっくんのおかあさん ありがとう。”
”もっくん、なかまを たいせつに せんと あかんよー。”
めが さめた たっくん。 まわりを みて びっくり。



わぁー うみやー。 とおくで なみの おとが きこえて くるわ。
”やまも うみも なんか とっても なつかしいね。”



ゆうやけに いなほが、こがねいろに かがやき とっても きれいです。
”わぁー すごいね。 なんか あったかいねー。”
みんなの おなかが 「ぐ〜〜」と なきました。 みんな おかしくて わらいました。
おしろさんが、 ”もうすぐ どうぶつえんだよ！”と いいました。



そして どうぶつえんに つきました。
また いつものように どうぶつえんの はじまりです。

ひとも どうぶつたちも、しょくぶつも みんな なかまだよ。
きみが どうぶつえんにくると、また あたらしい ものがたりが はじまるよ。

 

お・し・ま・い


